
世得数� 1，985戸人口 男� 3，743 女� 3，973 計� 7，716(平成元年12月31日現在)


出生男�  2女� 5計� 7・死士男�  2女� 9計11・転入男�  4女� 6計10・転出 男 g女� 5計14 (平成元年12月中)


広報かつうら� 2月号=236・平成� 2年� 2月1日発行編集と発行勝浦町総務課 でんわ(08854) 2 -2511(1"t) 
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第� 236号 カゐ ザコ つ ら 平成� 2年� 2月� l日 (2) 

包曾極鴨頭鴇舎鎗
¥) 
ョ・・ ~~~tl 韮p&

-生活ガ不規則怠人 -血圧の高い人

人
生
八
十
年
時
代
に
入
り
、
人

口
構
造
の
高
齢
化
に
伴
っ
て
ふ
え

て
い
る
の
が
、「成
人
病
」
と
呼
ば

れ
る
病
気
で
す
。

成
人
病
は
四
+
歳
か
ら
六
十
歳

の
働
き
盛
り
の
人
を
襲
う
た
め
、

家
庭
の
中
に
も
社
会
に
も
大
き
な

影
響
を
与
え
ま
す
。

一
一
月
一
日 
1
七
日
ま
で
は
、
成

人
病
予
防
調
問
主
産
さ
れ
ま
す
。

こ
れ
か
ら
の
健
康
。つ
く
り
で
重
要

な
課
題
と
な
る
成
人
病
に
つ
い
て

考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。執出



・野菜が嫌いな人 ・健康に無関山で充

・タバコを吸いすぎ	 実しだ健康感がな

る人 い人

・健康診断を受けて
勝浦町死因別死亡数

・運動不足の人

・太りすぎの人 いない人	 (昭和47年度~62年度)

・ストレスに弱い人 ・家族にがんや脳卒

似一・睡眠不足が続いて 中，I~\筋福蚕，糖 85-
いる人	 尿病などがある人 80-1 

一6
¥わ

一一他
一

の
5
一
炎 3

B
一そ
一
肺

呼吸不全� 4
'吸器疾患� 4

75-1 肝疾患� 3
老衰� 6 71人

消化器疾患� 3
70- その他�  事故死�  

疾患� 7
5悪性新生物部位別死t割合い 消化器 6 65人

65- 事故死� 3

老衰�  自草宣 2
その他� 

(昭和51年度~62年度) 60- 悪性 君t量産車� 4

けい部しゅよう 	  55-
新生物 老衰�  13 肺炎� 2 11 

14 8 老衰� 3'----' 
50-1 

悪性 悪性

45 脳・血
新生物�  新生物� 

脳 しゅよう�  l人

がっ下ー耳下せんがん� 2人

管障害� 
9 

13
40 

18 
脳・血

卵 巣しゅよう�  
4人

前 立せんがん�  2人

35- 管障害� 
脳・血子宮 が ん

30- 13 管疾患� 

炎一 4
一-裳

9
一
性
生物

一

血

書

肺

一

老

悪

新

川一
一
叫

7 

4
一
そ

島尚・且n
川
一
・
章

。

一
脳
管

管障害�  
6 

25-	 19 
悪性
新生物�  

20-
10 

15-
心疾患� 

心疾患� 
31 

28 心疾患� 
心疾患� 心疾患10-1 

20 
17165-

47年度 51年度� 55年度� 59年度� 62年度

胃…� 29.2% 1 全体の死亡総数のうち半数以上は.(悪性新生物
イ立| 

イ立2 町並ガン 〉心疾患，〈 ・血管障害)成人病で死亡し

3位 肝・・� 12.4% J 	 ています。� 

肺� "'14.2% ~ 55.8% 
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しのび寄る成人病を阻止しよう２月１日～７日は成人病予防週間こんな人が成人病にねらわれやすい



|基本健診| 

(3) 平成 2年� 2月 1日� 'IJ込 ザコ つ ら 第236号

...毎 月行われている健康相談は
多くの方が受けています。

成
人
病
予
防
の
た
め
に

定
期
健
診
を

大
部
分
の
成
人
病
が
ほ
と
ん
ど

自
覚
症
状
が
な
い
た
め
、
気
づ
い

た
と
き
に
は
か
な
り
進
行
し
て
い

て
手
遅
れ
に
な
る
こ
と
も
少
な
く

あ
り
ま
せ
ん
。
ま
た
い
っ
た
ん
発

病
す
る
と
、
進
行
を
く
い
止
め
た

り
、
症
状
を
や
わ
ら
げ
た
り
す
る

こ
と
は
で
き
ま
す
が
、
完
全
に
治

す
こ
と
が
で
き
な
い
こ
と
が
多
い

も
の
で
す
。

そ
の
た
め
成
人
病
対
策
で
は
、

定
期
健
診
で
の
早
期
発
見
や
食
生

活
、
運
動
、
ス
ト
レ
ス
等
身
近
か

な
事
柄
を
い
か
に
コ
ン
ト
ロ
ー
ル

し
て
い
く
か
が
某
一
本
に
な
り
ま
す
。

勝
浦
町
で
は
、
現
在
九
地
区
で

愛
育
班
が
結
成
さ
れ
て
お
り
、
基

本
健
診
や
食
生
活
の
指
導
、
生
活

指
導
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

昭和63年度 老人保健事業(40歳以上)地区別健診状況� 

11胃ガン検診� |

勝浦町の健診率は，基本健診では，全国平均30.1%，県26.1%に対し ，36.9%，胃ガン健診でも全国平均 11.9%，

県11.8%に対し，勝浦町て'は21.3%とかなり高くなっています。


受診率の高い順位(基本健診)� 受診率の高い順位(胃がん)
 

8位� 沼 ・石 38.00% |イ立� ※横� i頼 17.80% イ立8 

2位� ※星谷�  61.00% 9位� ※横;頼 35:10% 2イ立� ※ 星 谷 �  41.30% 9位� ;召・石 16.80% 

イ立10

46.60%※今山�  | イ立� ※今山�  72.90%

(12.30%) 
イ立10

山・掛 22.60% 4イ12 ※坂本�  33.00%

山・掛23.60% 3イ立� 35.80% 14.80%※久国�  中 山3イ立� ※久国�  54.00%

イ立11

12イ立� 中 角 21.80% 
6イ立� ※生名�  26.40%

12イ立� 黒岩 13.10% 

4位� ※生 名� 44.30%

5イ立� 黒 岩�  39.34%

6イ立� ※槻野�  39.25%

(28.40%) 
5位� ※ 棚 野 �  26.70%

11イ立� 中山 13.20% 

13イ立 与川内13イ立 与川内� 11.20%14.90% 
7位 中角�  23.00%7イ立 ※坂本�  38.50% (27.70%)(41.00%) 

蝦 愛育班結成地区.� ( 〕 結成後. (平均 37.70%) 接 愛育班結成地区.� ( 結 成 後， (平問一 24.70%)

「一一一
h
F
愛
育
班
で
は
、
基
本
健
診

愛
育
班
は
地
域
で
の
健
康

づ
く
り
の
原
動
力
と
な
っ
て

お
り
、
地
域
の
方
が
自
分
に

合
っ
た
健
康
づ
く
り
の
た
め

の
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
を
，
身
に

つ
け
る
こ
と
が
で
き
、
あ
ら

ゆ
る
機
会
を
通
じ
て
健
康
増

進
や
病
気
の
星
通
発
見
、
早

期
治
療
の
た
め
の
運
動
が
行

な
わ
れ
て
い
ま
す
。
私
た
ち

も
積
極
的
に
参
加
、
受
診
し

「
自
分
の
健
康
は
自
分
で
守

る
」
こ
と
を
い
つ
も
考
え
た

い
で
す
ね
。

と
合
わ
せ
、
滅
塩
食
な
ど

の
食
生
活
指
導
も
行
わ
れ

て
い
ま
す
。
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、
J
V

く

い

勺 

J

溝宮橋定河山

出初st 
l- -:s叫-"'" 駅周í1~・ ]戸 ふ 

ι 可

望単一睡 ι~ζ~ーー」ー戸 、与 a

お
め
で
と
う

ご
ざ
い
ま
す

-
徳
島
県
知
事
表
彰

細
谷
正
一
(
第
一
分
団
)

徳
島
県
消
防
協
会
長
表
彰 

功
績
章

中
村
悟
(
第
三
分
団
)

中
村
喜
代
治
(
第
九
分
団
)

河
内
優
(
第
九
分
団
)

OO
精
績
章

末
贋
孝
好
(
第
一
分
団
)

山
本
晴
義
(
第
二
分
団
)

押
粟
義
衛
(
第
二
分
団
)

作
本
秀
美
(
第
六
分
団
)

岩北津吉

和
弘
(
第
七
分
団
)

質
(
第
八
分
団
)

功
二
(
第
九
分
団
)

誠
明
(
本
部
機
動
隊
)

佐野口回
ご
く
る
う
さ
ま

で
し
庭 

※
十
二
月
三
十
一
日
付
け
で
次
の

方
々
が
退
団
さ
れ
ま
し
た
。

-
勝
浦
町
消
防
団
長
感
謝
状

細
谷
正
一
(・第
一
分
団
)

大
亀
清
(
第
一
分
団
)

中
村
悟
(
第
三
分
団
)

新
開
裕
(
第
三
分
団
)

前
田
宣
信
(
第
三
分
団
)

呑
口
泰
弘
(
第
四
分
団
)

清
水
豊
太
郎
(
第
四
分
団
)

米
国
在
富
(
第
四
分
団
)

山
景
正
道
(
第
四
分
団
)

松
村
雅
男
(
第
五
分
団
)

播
純
雄
(
第
五
分
団
)

寒
山
雅
之
(
第
五
分
団
)

松
田
正
利
(
第
五
分
団
) 

玉倉上仁河山津米谷米中長
置坪村木内川口津田津野田

喜
庚
(
第
六
分
団
)

清
(
第
六
分
団
)

得
夫
(
第
七
分
団
)

好
二
第
七
分
団
)

由
光
(
第
七
分
団
)

貰
(
第
八
分
団
)

雅
人
(
第
八
分
団
)

優
(
第
九
分
団
)

正
(
第
九
分
団
)

正
貫
(
第
九
分
団
)

泰
幸
(
本
部
機
動
隊
)

守
(
本
部
機
動
隊
)

よ
る
し
く

お
願
い
し
ま
す

※
一
月
一
日
付
け
で
次
の
方
々
が

入
団
さ
れ
ま
し
た
。

内本本作野本

成
和
(
第
一
分
団
)

正
俊
(
第
一
分
団
)

嘉
昭
(
第
三
分
団
)

隆
博
(
第
三
分
団
)

雅
文
(
第
三
分
団
)

秀
明
(
第
四
分
団
)

清
水
千
可
志
(
第

四
分
団
)

川
上
欽
弘
(
第
四
分
団
)

北
内
康
弘
(
第
四
分
団
)

前
垣
英
剛
(
第
五
分
団
)

倉
橋

精
二
(
第
五
分
団
)

河
村
修
(
第
五
分
団
)

遠

藤

英
樹
(第

五
分
団
)

瀧

口

隆
佳
(
第
六
分
団
)

登
木
宏
二
第
六
分
団
)

吉
本
掛
記
(
第
七
分
団
)

田
中
広
之
(
第
七
分

団 
)

山
田

文
夫
(
第
七
分
団
)

岡
田
孝
士
山
第
八
分
団
)

上
岡

敏
明
(
第
八
分
団
)

斎
藤

弘 

(第
九
分
団
)

中
村
孝
義
(
第

九
分

団
)

河
野

純
司
(
第

九
分
団
)

坪
井
泰
博
(
本
部
機
動
隊 
)

柳
津

裕
之
(
本
部
機
動
隊
)

谷
脇
恒
雄
(
第
八
分
団
)

平
成
二
年
勝
浦
町
消
防

団
出
初
式
ガ
一
月
十
五
日

勝
浦
中
学
校
グ
ラ
ウ
ン
ド

で
行
わ
れ
、
永
年
消
防
活

動
に
携
わ
れ
た
方
々
が
表

彰
さ
れ
ま
し
だ

( 。叡
称
略
)

.
勝
浦
地
方
分
会
長
表
彰

福
良
猛
(
第
一
分
団
)

東
篠
祥
二
(
第
二
分
団
)

新
開
裕
(
第
三
分
団
)

吉
田
丈
二
(
第
四
分
団
)

寒
山
雅
之
(
第
五
分
団
)

三
崎
厚
克
(
第
六
分
団
)

米
津
得
夫
(
第
七
分
団
)

森
野
光
次
(
第
八
分
団
)

宮
本
博
(
第
九
分
団
)

大
島
信
明
(
本
部
機
動
隊
)

.
勝
浦
町
消
防
団
長
表
彰

稼
勢
巧
(
第
一
分
団
)

山
西
正
芳
(
第
二
分
団
)

村
上
靖
治
(
第
三
分
団
)

清
水
豊
太
郎
(
第
四
分
団
)

岡
義
尚
(
第
五
分
団
)

下
川
茂
芳
(
第
六
分
団
)
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第236号

投
票
日
は
二
月
十
八
日
側

つ らィコ� iJ為平成 2年 2月1日)(5

衆
議
院
議
員
解
散
に
よ
る
総

選
挙
が
、
二
月
三
日
公
示
さ
れ
、

月
十
八
日
投
票
が
行
わ
れ
ま

一一す
。
よ
く
見
、
よ
く
聞
き
、
よ

一ロ

く
考
え
て
投
票
し
ま
し
ょ
う
。

選
挙
人
名
簿
に
登
載
さ
れ
る
者

平
成
二
年
二
月
十
八
日
現
在

で
、
満
二
十
歳
以
上
の
人 

(昭

和
四
十
五
年
二
月
十
九
日
以
前

に
生
ま
れ
た
人 
)
0

住

所

要

性

平
成
二
年
二
月
二
日
現
在
引

き
続
き
三
か
月
以
上
町
内
に
住

所
を
有
す
る
人
。

不
在
者
投
票

選
挙
の
当
日
正
当
な
事
由
に

よ
っ
て
、
投
票
す
る
こ
と
が
で

き
な
い
人
は
、
公
示
の
日
(
最

高
裁
判
官
国
民
審
査
は
二
月
十

政
治
家
は
、
寄
附
を
す
る

と
処
罰
さ
れ
ま
す
。

政
治
家
が
選
挙
区
内
に
あ
る
人

に
対
し
て
寄
附
を
す
る
こ
と 

(政

党
や
親
族
に
対
す
る
も
の
及
び
政

治
教
育
集
会
に
関
す
る
必
要
や
む

を
得
な
い
実
費
の
補
償
は
除
く
)

は
、
い
か
な
る
名
義
を
も
っ
て
す

る
も
の
で
あ
っ
て
も
禁
止
さ
れ
て

お
り
、
次
の
も
の
を
除
き
す
べ
て

罰
則
の
対
象
と
な
り
ま
す
。 

①
政
治
家
本
人
が
自
ら
出
席
す
る

年

齢

要

件

志
…禁止


湖
一
一引



も…・

の
一


家
…を


↓
…リ


ムロ
ャ
ロ只

政
三一一員

 

一公職選挙法改正一

投

票

時

間

午
前
七
時
か
ら
午
後
六
時
ま

で 
(第
五
投
票
所

・
立
川
地
区

は
午
後
四
時
ま
で 
)
0

聞
事
日
・
時
間
・
場
所

開
票
は
、
二
月
十
八
日
即
日

開
票
で
、
午
後
八
時
か
ら
住
民

福
祉
セ
ン
タ
上一一
階
丈
行
い
ま
す
。

選
挙
に
つ
い
て
の
お
問
い
合

わ
せ
は
、選
挙
管
理
委
員
会
(
役

場
住
里
福
祉
課
内
)
ま
で
。

結
婚
披
露
宴
に
お
け
る
祝
需

②
政
治
家
本
人
が
自
ら
出
席
す
る

葬
式
や
通
夜
に
お
け
る
香
典
。

①
や
②
で
あ
っ
て
も
、
選
挙
に

関
し
て
な
さ
れ
た
場
合
や
、
通
常

一
般
の
社
交
の
程
度
を
超
え
て
い

る
場
合
は
処
罰
さ
れ
ま
す
。

な
お
、
政
治
家
以
外
の
人
が
、

政
治
家
名
義
の
寄
附
を
す
る
こ
と

も
、
罰
則
を
も
っ
て
禁
止
さ
れ
ま

す
。

。
政
治
教
育
集
会
に
関
す
る
実
費

の
補
償
の
う
ち
、
食
事
や
食
事
料

罰百る
さ的い 有
れでは 権
ま寄 者
す附政カ、

を，ロ
求家威い

政
治
家
に
対
し
、
寄
附
を
出
す

よ
う
に
勧
誘
や
要
求
す
る
こ
と
も

禁
止
さ
れ
て
お
り
、
政
治
家
を
威

迫
し
て
あ
る
い
は
、
政
治
家
の
当

選
又
は
被
選
挙
権
を
失
わ
せ
る
目

的
で
、
寄
附
の
勧
誘
や
要
求
を
す

る
と
処
罰
さ
れ
ま
す
。

政
治
家
は
、
年
賀
状
等
の

あ
い
さ
つ
状
を
出
す
こ
と
が

禁
じ
ら
れ
ま
す
。

政
治
家
は
、
選
挙
区
内
に
あ
る

人
に
対
し
、
答
礼
の
た
め
の
自
筆

に
よ
る
も
の
を
除
き
、
年
賀
状
、

暑
中
見
舞
状
な
ど
の
時
候
の
あ
い

さ
つ
状
(
電
報
な
ど
も
含
む 
)
を

出
す
こ
と
は
禁
止
さ
れ
ま
す
。

政
治
家
や
後
援
会
が、

有

料
の
あ
い
さ
つ
広
告
を
出
す

と
処
罰
さ
れ
ま
す
。

政
治
家
や
後
援
団
体
(
い
わ
ゆ

る
後
援
会
)
が
、
選
挙
区
内
に
あ

る
人
に
対
す
る
あ
い
さ
つ
を
目
的

と
し
て
、
新
聞
、
雑
誌
、
テ
レ
ビ
、

ラ
ジ
オ
な
ど
に
よ
り
、
有
料
の
広

告 
(
い
わ
ゆ
る
名
刺
広
告
な
ど 
)

を
出
す
と
処
罰
さ
れ
ま
す
。

ま
た
、
政
治
家
や
後
援
団
体
に

対
し
、
あ
い
さ
つ
を
目
的
と
す
る

有
料
の
広
告 

(
い
わ
ゆ
る
名
刺
広

告
な
ど 
)
を
出
す
と
処
罰
さ
れ
ま

す
。な

お
、
政
治
家
や
後
援
団
体
に

対
し
、
あ
い
さ
つ
を
目
的
と
す
る

有
料
の
広
告
を
求
め
る
こ
と
も
禁

止
さ
れ
て
お
り
、
威
迫
し
て
求
め

る
と
処
罰
さ
れ
ま
す
。

後
援
会
が
、
花
輪
、
香
典
、

祝
儀
な
ど
を
出
す
と
処
罰
さ

れ
ま
す
。

後
援
団
体
が
、
花
輪、

供
花
、

香
典
、
祝
儀
そ
の
他
こ
れ
ら
に
類

す
る
も
の
を
出
し
た
り
、
後
援
団

体
の
設
立
目
的
に
よ
り
行
う
行
事

や
事
業
に
関
す
る
寄
附
以
外
の
寄

附
を
す
る
と
、
そ
の
時
期
の
い
か

ん
を
問
わ
ず
、
処
罰
さ
れ
ま
す
。

こ
の
改
正
は
、
平
成
二
年
二
月

一
日
か
ら
実
施
さ
れ
ま
す
。

「ー+一一寸
|蛾と者
にす、政

|ある候治|
|る人補家|
|人及者と|

。びとは 宅� 
| 	 現怠、!�  

IZ-号俣 i
公う禰 i
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の
提
供
は
禁
止
さ
れ
、
罰
則
の
対

象
と
な
り
ま
す
。

日
か
ら
)
か
ら
投
票
日
の
前
日

(二
月
十
七
日 
)ま
で
、
毎
日
午

前
八
時
三
十
分
か
ら
午
後
五
時

ま
で
、
町
滋
霊 
管
期
表
員
会
で
、

不
在
者
投
票
を
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

T

旦?め を l..

る陥Eし
とれいて
処 る あ

MUS04
スタンプ

MUS04
スタンプ

MUS04
テキストボックス
参議院議員総選挙最高裁判所裁判官国民審査投票日は二月十八日

MUS04
テキストボックス
政治家の寄附は罰則をもって禁止
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レ
ー
カ 

¥)  

(勝
浦
郡
選
手
団
)

新
春
の
訪
れ
を
告
げ
る
第
三
十

六
回
徳
島
駅
伝
は
、

一
月
四
日
か

ら
寒
風
の
吹
く
中
執
磁
を
展
開
し
、

数
々
の
名
場
面
を
残
し
て
三
日
間

の
幕
を
閉
じ
ま
し
た
。

総
合
成
績
は
第
十
一
位
に
と
ど

ま
り
ま
し
た
が
、
初
日
高
木
雅
子

選
手
が
区
間
第
四
位
に
、
ま
た
、

最
終
日
に
は
初
出
場
の
山
平
里
美

選
手
が
区
間
第

一
位
に
な
る
な
ど
、

全
選
手
が
持
て
る
力
を
全
て
出
し

き
っ
て
健
闘
い
た
し
ま
し
た
。

な
お
、
最
後
に
な
り
ま
し
た
が

今
大
会
に
際
し
て
ご
尽
力
く
だ
さ

い
ま
し
た
関
係
者
の
方
々
は
じ
め
、

沿
道
各
所
で
ご
声
援
く
だ
さ
い
ま

し
た
町
民
の
皆
様
に
、
厚
く
お
礼

申
し
上
げ
ま
す
。

ま
た
、
今
大
会
に
お
い
て
次
の

選
手
が
表
彰
を
受
け
ま
し
た
。

〈大
会
表
彰
〉

十
年
選
手
表
彰

谷

管

街

選
手
敢
闘
賞

高
田
宏
幸

犯
区
区
間
賞

山
平
里
美

他
陸
協
後
援
会
か
ら
選
手
全
員

に
参
加
賞
と
し
て
、
ウ
イ
ン
ド
ブ

が
送
ら
れ
ま
し
た
。 

司

悪
性
腫
蕩
に
よ
る
小
児
の
死
亡

戸
は
、
人
口
十
万
人
に
対
し
て
約
五

』
人
で
す
。
一

歳 
J
四
歳
で
は
不
慮

喝
の
事
故
、
先
天
奇
型
に
つ
い
で
第

吋
三
位
、
五
歳 
J
九
歳
で
は
不
慮
の

』
事
故
に
つ
い
で
第
二
位
、
十
歳 
j

一
十
四
歳
で
は
鳴
ト
位
を
占
め
て
い

暗
ま
す
。
悪
性
腫
蕩
の
中
で
は
急
性

一
白
血
病
が
四 
O
%と
最
出
場
く
、

や

つ
い
同
神
経
芽
腫
、
犠
腫
減
澗

-
豊
島
悪
性
リ
ン
パ
唾
賢
君
腫

司
の
順
で
あ
り
、
成
人
の
悪
生
新
性

白
物
と
は
著
し
く
異
な
っ
て
い
ま
す
。

十
年
齢
分
布
は
讃
限
的
で
あ
け
、
泊

一
血
明
神
濯
濡
舛
網
膜
孟
鴎
腎

一
芽
填
皐
丸
腫
蕩
ほ
乳
幼
沈
抗
多

恥
い
。
悪
性
リ
ン
パ
理
脳
腫
蕩
は

一
各
坪
婦
層
に
等
し
く
認
め
ら
め
い
う

司
骨
腫
市
場
は
年
長
児
に
多
い
。
腫市場

一
の
種
類
に
よ
り
多
少
の
差
は
み
ら

』
れ
ま
す
が
、
男
児
に
若
干
多
い
傾 

す然の膜腹 るで四熱発特状もるで性療当 向
がに目芽部ーこあ肢 、、 異もあたあ腫 与 が た 小 が

発様 腫 与 腫 今方とる痛顔け的普りめり蕩t最つ児あ
そ見 ) は癌達 、は こ ブ 色 ん な 通 ま 自 、 はもて悪り�  

55if弓721R震当時iifziiそ
 
52員?よ管暴言ぷ集委妥zよ喜2;3露喜
なが に 輝 る 腎Eで に う 、不嫌らもえくれ 、、 療
りあよく い 芽 す発吐頭振、れそる発な小早す
病りり(は腫k。見な痛、不るのこ生疾児期る
期ま偶猫網は すど、発活非症とす患悪治に

主な小児悪性腫療の特徴的な症状

白血病 発熱，顔色不良，皮!喝の点状出血

神経芽股 腹部峰福.眼A周閣の皮下出血

脳脆癒 ふらつき 、お う吐，眼球連動の異常

網膜芽腫 瞳孔が白〈光る�  (織の目)

悪性リンパ腫 類部あるいは腹部の廊溜 


腎 芽 腫 版部腫溜，血尿 


肝芽胞 肝腫大

骨腫 蕩 事客機， 骨腹溜

議丸麗場 議丸腫大

組織球症 発熱.骨の膨隆， 皮疹

勝
浦
病
院
小
児
科
医
師

広

瀬

政

雄

が
進
行
し
て
い
る
こ
と
が
多
い
。

家
庭
で
で
き
る
早
期
発
見
に
役

立
つ
方
法
は
、
す
で
に
述
べ
た
症

状
に
注
意
す
る
こ
と
、
健
康
診
断

を
定
期
的
に
受
け
る
こ
と
、
ま
た

裸
に
し
た
時
や
風
呂
に
入
れ
た
時

な
ど
に
、
頚
部
や
腹
部
を
触
れ
て

固
い
腫
癌
が
無
い
か
ど
う
か
を
調

べ
る
こ
と
が
大
切
で
す
。
:

表
に
は
主
な
小
児
悪
性
腫
蕩
の

特
徴
的
な
症
状
を
示
し
ま
し
た
の

で
、
参
考
に
し
て
下
さ
い
。

MUS04
スタンプ

MUS04
スタンプ

MUS04
テキストボックス
徳島駅伝大会最終日に区間賞を獲得少児の悪性腫瘍
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らしの中の人権

C A

君
の 

子
さ
ん

へ
の
愛
情
。
か
家

B

君
と 

君
と
の
将
来
に
わ
た

子
さ
ん
で
あ
り
、

D

E

君
と 

子
さ
ん
は
熱
烈
な
大

D Dの
た
め
に
中
小
企
業
の
社
長
は
大

き
な
損
失
を
会
社
に
与
え
、
不
採

君
は
能
力
も
高
く
仕
事

D E B
君
の
所
へ
差
し
出
し

用
に
な

E Eっ
た
A
君
は
大
き
な
被
害

D A

を
受
け
ま
し
た E
。
ま
た
、
差
別
意

子
さ
ん

識
に
と
ら
わ
れ
な
か

っ
た
た
め
に 

君
は
能
力

君
も 

子
さ
ん
も
実
質
的
に
は

損
害
を
こ
う
む
ら
な
か

っ
た
、
と

い
う
狭
い
個
人
的
な
問
題
に
と
ど

君
は
あ
れ
こ
れ
と
難
色
を

ま
る
も
の
で
は
決
し
て
あ
り
ま
せ

君
は
極
め
て
高
い
能
力

示
す
家
族
を
説
得
し
て
、
や
っ
と

ん
。現

代
の
社
会
か
ら
差
別
が
な
く

な
ら
な
い
限
り
、
こ
う
し
た
事
態

は
常
に
私
た
ち
の
ま
わ
り
に
存
在

大工組合からお知らせ
大工賃金が大工組合総会において，

来る平成 2年 4月� l白から� 13，000円

に決定いたしました。

今後共よろしくお願L、いたします。


(勝浦町大工組合) 
 語
2月定例心配ごと相談 -飼い犬は必ずつないでください一

日 時 2月9日(金)・2月23日(金)
匂クを献iこしなヘ公?

午前10時~午後� 3時

不用犬買い上げ日 号fi:-( 

同
和
問
題
の
解
決
は


み
ん
な
の
利
益


現
代
社
会
に
お
い
て
、

同
和
問
題
の
未
解
決
が
も

た
ら
す
膨
鍾
聞
は 
.と
う
で
し
ょ

う
か
。同

和
地
区
に
対
す
る
偏

見
ゃ
、
就
職

・
結
婚
差
別

な
ど
ま
だ
ま
だ
多
く
の
問

題
が
残
さ
れ
て
い
ま
す
。

同
和
地
区
に
対
す
る
古

く
さ
い
誤
っ
た
考
え
か
持
っ

た
社
長
が
経
営
す
る
中
小

企
業
が
、
新
規
に
社
員
を

募
集
す
る
こ
と
に
な
り
ま

し
た
。
数
多
く
の
応
募
者

の
中
か
ら
最
終
段
階
で
は

三
人
に
し
ぼ
ら
れ
ま
し
た 
o 

に
対
す
る
熱
意
も
持
っ
て

い
た
が
、
同
和
地
区
の
出

身
者
で
す
。

的
に
若
干
問
題
が
あ

っ
た

が
、
そ
の
職
業
に
対
し
て

意
欲
的
で
あ
り
ま
し
た
。

を
持
っ
て
い
る
が
、
業
務

内
容
に
あ
ま
り
熱
意
を
示

し
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
。

結
局
、
社
長
は 

君
を
採
用
す
る

こ
と
に
し
ま
し
た
。

B

る
会
社
へ
の
貢
献
度
は
解
り
ま
せ

ん
が
、
少
な
く
と
も
採
用
の
段
階

で
は
、
社
長
が
同
和
問
題
に
対
す

る
古
く
さ
い
間
違
っ
た
差
別
意
識

に
と
ら
わ
れ
て
い
た
た
め
に
、
こ

の
会
社
は
大
き
な
損
失
を
し
た
と

い
う
こ
と
が
言
え
ま
し
ょ
う
。
こ

の
社
長
の
姿
勢
に
江
戸
時
代
の
農

民
に
通
ず
る
も
の
を
見
い
出
す 
v
」

と
が
で
き
ま
す
。

恋
愛
を
し
、
双
方
の
家
族
も
賛
成

し
て
婚
約
が
成
立
し
ま
し
た
。
そ

の
直
後
、

人
の
な
い
一
通
の
手
紙
が
届
け
ら

れ
ま
し
た
。
そ
れ
に
は

が
、
現
在
は
地
区
外
に
住
ん
で
い

る
が
同
和
地
区
の
出
身
者
で
あ
る

と
い
う
こ
と
が
書
か
れ
て
い
ま
し

た
。

結
婚
に
ま
で
こ
ぎ
つ
け
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。
結
婚
後
、
手
紙
の

内
容
が
ま
っ
た
く
の
根
も
葉
も
な

い
噂
で
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
り

「
差
別
の
一
人
歩
き
」
の
恐
ろ
し

さ
を
し
み
じ
み
と
知
り
ま
し
た
。

も
し 

君
が
古
い
誤
っ
た
偏
見

の
持
ち
主
で
あ
っ
た
り
、 

君
の

D

D

家
族
に
特
別
に
強
い
差
別
意
識
を

持
ち
続
け
る
人
が
い
た
り
、
ま
た

族
の
反
対
を
乗
り
越
え
ら
れ
な
い

ほ
ど
強
い
も
の
で
な
か
っ
た
ら
、

こ
の
結
婚
は
成
立
し
て
い
な
か

っ

た
か
も
知
れ
ま
せ
ん
。

そ
の
場
合
、
損
を
す
る
の
は 
D

君
で
あ
り
、

双
方
の
家
族
で
あ
り
、
誰
一
人
と

し
て
得
を
す
る
も
の
が
い
な
い
の

で
す
。
間
違
っ
た
差
別
意
識
の
た

め
に
沢
山
の
人
々
が
泣
き
苦
し
み
、

時
に
は
命
を
失
い
な
が
ら
、
誰

一

人
と
し
て
得
を
す
る
こ
と
が
な
い

の
が
差
別
の
実
態
で
あ
り
、
本
質

な
の
で
す
。

古
く
さ
い
間
違
っ
た
差
別
意
識

し
続
け
、
差
別
の
た
め
に
多
く
の

人
々
が
苦
し
め
ら
れ
る
こ
と
に
な

り
ま
す
。
そ
れ
は
同
和
曲
以
一
の
人
々

だ
け
で
な
く
、
地
区
外
の
人
々
に

つ
い
て
も
言
え
る
こ
と
な
の
で
す
。

こ
の
例
の
よ
う
な
こ
と
は
、
事

に
直
面
し
た
一
部
の
人
の
こ
と
で
、

そ
の
他
の
多
く
の
人
に
つ
い
て
は

関
係
が
な
い
と
い
う
反
論
が
あ
る

か
も
知
れ
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
同

和
問
題
を
未
解
決
の
ま
ま
に
し
て

お
く
こ
と
は
、
わ
た
し
た
ち
全
体

の
利
害
に
大
き
く
関
係
し
て
い
ま

匂

ハ 

」
9

V

容

所

人権・行政・厚生・福祉

住民福祉センター� 2階� 2月7日例 区之メ込ム� 
(平日でも受付しておりますのでお気軽にお問い合わせください。) 2月21自体) 成犬� 300円小犬� 100円

内

場

MUS04
スタンプ

MUS04
スタンプ

MUS04
テキストボックス
くらしの中の人権同和問題の解決はみんなの利益
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期
間
二
月
十
三
日

な
お
第
一
、
第
三
火
曜
日
は
、

税
務
署
で
相
談
を
し
て
お
り
ま
す
。

印
篭
会
計
帳
簿
、
収
支
の
証

拠
書
類
、
生
命
保
険
料
の
払
込
証

明
書
、
火
災
保
険
料
の
払
込
証
明

書
、
給
与
支
払
豊
口
書
、
公
的
年

金
亨
嘉
登
暑
(
審
譲
収
票
)
、

医
療
費
領
収
書
、
健
康
保
険
支
払

い
領
収
書
、
そ
の
他
申
告
に
必
要

な
書
類
。

〈還
付
申
告
専
用
相
談
会
場
〉

所
得
税
の
還
付
の
申
告
は
、
確

定
申
告
期
前
で
も
で
き
ま
す
が
、

次
の
期
間
中
は
、
徳
島
文
化
セ
ン

タ
ー
(
徳
島
市
徳
島
町
城
内
一
、

五
三
|
三
八 

で
申

告
相
談
を
し
て
お
り
ま
す
。

T
E
L

O
O
)

ω
l

徳
島
税
務
署
か
ら
所
得
申
告

(
納
税
相
談
)
に
つ
い
て
呼
び
出

し
を
受
け
た
方
は
、
指
定
さ
れ
た

期
日
、
時
刻
、
場
所
を
確
認
の
う

え
必
ず
申
止
口
し
て
下
さ
い
。

一
一
一
月
十
五
日
肘

た
だ
し
、
日
曜
、
第
一
一
、
第
四

土
曜
日
、
第
一

、
第
三
火
曜
日
は

除
き
ま
す
。

末
調
整
で
そ
の
年
の
申
告
が
完
了

し
ま
す
の
で
ほ
と
ん
ど
の
人
は
申

告
す
る
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、

次
の
人
は
申
止
口
し
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。

。
給
与
の
年
収
が
一
千
五
百
万
円

を
超
え
る
人

。
給
与
を
二
か
所
以
上
か
ら
受
け

て
い
る
人

。
給
与
所
得
や
退
職
所
得
以
外
の

所
得
が
あ
る
人

。
年
末
調
整
で
配
偶
者
特
別
控
除

を
受
け
た
人
で
、
配
偶
者
の
収

入
金
額
が
変
わ
っ
た
人

。
年
金
所
得
者
で
、
支
払
者
か
ら

公
的
年
金
支
払
豊
口
蓄
の
提
出

が
あ
っ
た
人
で
、
諸
控
除
を
受

け
た
い
人

女
確
定
申
止
口
を
し
な
く
て
も
よ
い

サ
ラ
リ
ー
マ
ン
で
も
、
雑
損
控

除
、
医
療
費
控
除
、
住
宅
取
得

等
特
別
控
除
な
ど
を
受
け
ら
れ

る
人
は
、
確
定
申
告
を
し
て
税

金
の
還
付
を
受
け
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

平成2年度住民税申告受付及び所得税納税相談日程表

月日(a程日� ) 該当地区 時間 場 所� 

2月16日幽 沼江・石原 石原集会所� 

19日(月) 棚聖子 ・立川 勝浦町役場(2 F会議室)� 

20日(刈 久国
午

勝浦町役場(2 F会議室)� 

21日休) 生名
円リ

勝浦町役場(2 F会議室)� 

23日樹 山西・掛谷
九

生比奈良協� 

26日(月) 今山
時

今山センター� 

27日(必 中角 か 農村婦人の家� 

3月� 1日(木) 黒岩 ら 勝浦会館� 

2日幽 星谷 午 星谷集会所� 

5日(月) 中 山 後 中山公会堂� 

6日(刈 横瀬 四 勝浦郡農協勝浦支所� 

8臼(禍 与川内
時 勝浦郡農協与川内事業所� 

9日幽 坂本
ま

勝浦郡農協坂本事業所

12日(月)� 坂本
てい

坂本集会所� 

13日(刈 全町 勝浦町役場(2 F会議室)� 

14日附 全町 勝浦町役場(2 F会議室)

徳島税務著から呼び出しを受けている方，所得税の納税相談の方は� 2月19
日(月)・� 2月20日(;J().2月21日制に勝浦町役場で申告納税相談をして下さい。 輩、
時間は，午前� 9: 30から午後� 4: 00までとなっています。

所
得
税
、
住
民
税
は
、
納
税
者

が
税
法
に
従
っ
て
昨
年
一
年
間
の

自
分
の
所
得
を
自
ら
正
し
く
申
告

し
、
納
税
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い

ま
す
。
お
早
め
に
申
告
を
行
っ
て

下
さ
い
。

所
得
皇
口
を
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
人
が
申
止
口
を
し
な
か
っ
た
り
、

間
違
っ
た
申
告
を
し
ま
す
と
、
後

で
不
足
の
税
金
を
納
め
る
だ
け
で

な
く
、
加
算
税
、
延
滞
税
を
納
め

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
に
も
な

り
か
ね
ま
せ
ん
。

所
得
申
告
を

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
人

。
事
業
所
得
や
不
動
産
所
/
得
、
議

渡
所
得
(
土
地
や
建
物
を
売
っ

た
と
き
)
な
ど
が
あ
る
人

。
語
与
所
得
が
あ
る
人

給
与
所
得
者
は
、
勤
務
先
の
年

MUS04
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川い出
噌
亀
田
起
納
税
隠
期
限
闘
に
おー

個
人
事
業
者
で
、
基
準
期
間

所
得
税
、
贈
与
税
の
申
告
・
納

付
期
限
は
、

三
月
十
五
日
ま
で
で

す
。個

人
妻
薯
の
消
費
税
の
申
告

・

納
付
期
限
は
四
月
二
日
ま
で
で
す
。

期
限
が
近
づ
き
ま
す
と
、
大
変

混
雑
が
予
想
さ
れ
ま
す
。
申
告
と

納
税
は
、
で
き
る
だ
け
早
め
に
お

済
ま
せ
下
さ
い
。

納
税
は
、
預
金
口
座
か
ら
の
振

替
え
で
も
で
き
ま
す
。
納
税
の
手

数
が
少
な
く
て
済
み
ま
す
。

ま
た
、
還
付
金
の
手
取
り
に
は
、

安
全
で
便
利
な
預
金
口
座
へ
の
振

込
制
度
を
ご
利
用
下
さ
い
。

贈
与
税
は
、
一
年
間
に
個
人
か

ら
贈
与
を
受
け
た
財
産
の
価
格
の

合
計
額
が
六
十
万
円
を
超
え
る
と

課
税
の
対
象
に
な
り
ま
す
。
こ
の

よ
う
な
時
に
は
、
申
止
ロ
と
納
税
が

必
要
で
す
。

贈
与
を
受
け
た
財
産
が
土
地
や

建
物
な
ど
の
不
動
産
の
場
合
は
、

相
続
税
財
産
評
価
基
準
に
よ

っ
て

計
算
し
た
価
格
が
課
税
価
格
と
な

り
ま
す
。

ま
た
、
不
動
産
の
贈
与
を
受
け

た
人
で
ま
だ
登
記
を
し
て
い
な
い

人
や
現
金
、
預
金
等
の
贈
与
を
受

け
た
人
も
申
告
が
必
要
で
す
。

幅
四
国

(
昭
和
六
十
二
年
)
の
課
税
売
上

高
が
三
千
万
円
を
超
え
る
人
は
、

平
成
元
年
分
の
消
費
税
の
納
税
義

l
)
に
電
話

幅
削
閏

務
者
と
な
り
、
消
費
税
の
申
止
口
が

必
要
で
す
。

※ 	 現在登録されている方の有効期間は，平成� 

2年� 3月31日までです。新たに申請して下さ

b、。

身
体
障
害
者
の
方
に
対
す
る
旅

客
鉄
道
株
式
会
社
等
旅
客
運
賃
割

引
の
対
象
範
囲
が
拡
大
さ
れ
、
内

部
障
害
者
の
方
に
つ
い
て
も
、
平

成
二
年
二
月
一
日
か
ら
適
用
さ
れ

る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

こ
れ
に
伴
い
、
内
部
障
害
者
の

方
の
手
帳
の
書
き
換
え
が
必
要
に

な
り
ま
す
。
該
当
者
の
方
は
手
帳

を
ご
持
参
の
う
え
、
役
場
住
民
福

祉
課
で
書
き
換
え
手
続
き
を
行
っ

て
下
さ
い
。
書
き
換
え
が
行
わ
れ

て
い
な
い
場
合
、
制
度
の
適
用
が

受
け
ら
れ
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す

の
で
ご
注
意
下
さ
い
。
(
詳
細
に
つ

い
て
は
住
民
福
祉
課
へ
お
尋
ね
下

さ
い
。
) 

タ
ッ
ク
ス
ア
ン
サ
叶

制
度
の
ご
利
用
を

廃
車
手
続
き
は
、

確
実
に
済
ま
せ
ま
し
ょ
う

所
得
税
・
贈
与
税

・
消
費
税
な

ど
の
申
鐘
商
な
質
問
に
つ
い
て
は
、

税
務
相
談
自
動
応
答
シ
ス
テ
ム

税
務
保
険
課
(
二
|
二
五
一
三
)
、

軽
自
動
車
協
会 

(O
八
八
六
|
三

一

六
六
七
五 
)
ま
た
は
、
四
国

八
八

(タ
し
て
回
答
が
受
け
ら
れ
ま
す
。
詳

ッ
ク
ス
ア
ン
サ

し
く
は
最
寄
り
の
税
務
相
談
室
に

お
聞
き
下
さ
い
。

自
転
車
等
は
、
町
役
場
で
手
続
き

を
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

し
か
し
、
軽
四
輪
車
は
、
軽
自

動
車
協
会
、

二
一
五 
∞
を
超
え
る

二
輪
車
は
、
四
国
運
輸
局
徳
島
陸

運
支
局
で
な
け
れ
ば
手
続
き
が
で

き
ま
せ
ん
の
で
ご
注
意
下
さ
い
。

な
お
、
不
明
な
点
は
、
町
役
場

所
得
税

・
消
費
税
な
ど
の

申
止
ロ
に
つ
い
て
の
お
問
い
合

わ
せ
は
、
徳
島
税
務
署 

(宮

二
一
丁
四
二
三
)
へ

ご
相
談
は
、
税
務
姐
謀
室 

(宮
二
五
|
一
九
一
二
三
)
へ

運
輸
局
徳
島
陸
運
喜
周 

(

六 

O

=
二
|
四
八
八
二
)
ま
で
お

問
い
合
わ
せ
下
さ
い
。 

『、、

建築、 土木等工事の

指名競争入札

参ぐ加資格審査 申請書受付

勝浦町が発注する平成� 2年度建築，土木等工

事の指名競争入札参加資格審査申請書を受け付

けます。� 

-安付期間 3月� 1日-31日

-受付場所 建設課

A~ 
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;:請フ� 

:i完ご� 
::tL 
診:;
〈

俳
句
〉

御
霊
水
た
だ
冬
鳥
の
鳴
く
ば
か
り

坂

本

美

馬

直

枝

次
々
と
テ
レ
ビ
で
聞
け
り
除
夜
の

鐘菊
花
展
香
り
満
ち
た
る
砂
利
を
踏

む

横

瀬

錦

内

常

一

今
見
え
し
小
島
も
船
も
時
雨
中

烏
賊
の
れ
ん
透
け
て
潮
風
凍
て
る

浜

横

瀬

日

下

智

世

子

陽
差
し
良
き
軒
場
に
乾
く
柿
す
だ

れお
地
蔵
の
前
に
植
え
置
く
黄
水
仙

棚

野

谷

新

太

郎

手
鞠
歌
の
弾
み
山
茶
花

り

生

名

柳

田

末

子
F

柿
干
し
て
母
は
帰
省
の
子
を
待
て

り

掛

谷

駒

津

光

洋

社
会
総
合
大
学

老
僧
に
銀
杏
落
葉
の
掃
き
き
れ
ず

索
、
星
を
引
き
寄
せ
て
地
の
水
た
ま

学
習
日
の
お
知
ら
せ

短
整
子
級

三
月

十

日

(
土
)

午
後
一
時
か
ら

り

沼

江

山

丸

千

絵

午

後
九
時
三
十
分

場
所

住
民
福
祉
セ
ン
タ
ー
図

孫
遊
ぶ
庭
カ
ラ
フ
ル
な
柿
落
葉

わ
が
影
を
地
に
は
っ
き
り
と
冬
の

習
{
孟
子
級

二
月
九
日
(
金
)

月

掛

谷

野

上

す

み

れ

二
月
二
十
三
日
(
金
)

寒
菊
の
咲
け
ば
祖
母
の
忌
ふ
と
恋

午
後
七
時
�
 午
後
九
時

、
し

住
民
福
祉
セ
ン
タ
ー
図

金
星
蝕
月
に
入
る
刻
見
逃
さ
ず

書
室

沼
江
梅
山
み
ず
ほ

墨
絵
学
級

二
月
七
日
(
水
)

踏
み
行
け
ど
音
な
く
道
の
濡
落
葉

二
月
十
七
日
(
土
)

早
朝
の
川
面
に
深
き
霧
の
.
ほ
る

時
同

午
後
七
時
三
十
分
�
 

掛

谷

斎

藤

重

子


小
授
鶏
の
く
ぐ
も
り
鳴
け
り
黄
水


仙

書
室


紅
梅
の
枝
に
一
句
の
吊
さ
れ
て


横

瀬

稼

勢

銀

星

H書簡
 

j

J
u

買E刀キで

題
「
時
弘
己
「
と
け
い
」

出
詠
締
切
日

二
月
二
十
日

A
w
b
d
h
V
A
司
令
�
 司
令
�
 AW
A
V
A
W
A
v
a
q
h
V
A
司
令
�
 Aw
h
v
o
a
v
d
h
V
A
司
令
。
�
 
司令

A

a
V
A

お
詫
び
と
訂
正

広
報
一
月
号
に
掲
載
し
ま
し
た

「
藍
青
賞
を
受
窒
で
、
受
賞
者

の
氏
名
が
「
市
原
公
雄
さ
ん
」
と

な
っ
て
い
た
の
は
、
「市
川
公
雄
さ

ん
」
の
誤
り
で
し
た
の
で
お
詫
び

し
て
訂
正
し
ま
す
。

?
・考か

回

1
」
パ

-まA
OL

てし抗抵

刊
同間

川

!

」
ぼ
れ
け

禅
寺
の
楼
門
古
り
て
冬
に
入
る

生

名

白

草

元

子

冬
日
輪
沈
み
て
閣
の
せ
ま
り
来
る

生

名

倉

橋

紅

梅

山
茶
花
の
こ
ぼ
す
薄
日
が
揺
ら
ぎ

い

る

生

名

竹

林

邦

恵

湯
豆
腐
に
箸
つ
け
て
聞
く
風
の
音

生

名

丸

山

香

月

雲
迷
い
来
て
山
茶
花
の
陽
を
奪
ふ

生

名

竹

林

白

揚

寒
菊
や
わ
ず
か
な
日
射
し
受
け
て

咲
く

:;静

!ftj7)/~jíf)ト5j1~m
勝浦土地改良区からお知らせ

平成元年度分畑総農道賦課金

。ーゐ~~トæ~m (負担金)の徴収について 

一心身ともに健全てあれー� 1、賦課金通知書発送 平成� 2年� 2月� l日の予定

2、納付期限 平成 2年 3月5Bまで� 

3、納付方法

勝浦土地改良区事務局まで持参するか，勝浦

郡農協 ・生比奈農協 ・阿波銀行勝浦支屈の勝浦

土地改良区預金口座に振り込んで下さい。

4、注意

納付期限を過ぎて納付すれば、督促手数料と

年14.6%の延滞金を徴収します。なお，滞納者

を出した地区関係者全員に，連帯責任として滞

納過怠金を徴収します。
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今月の健康行事(お問い合わせ先環境衛生課保健婦へ)

日 曜 内 骨..... 対 象 者 時 問 場 所 持参するもの他� 

8 木 健康相談 と幼児のおやつ実習 一般の方�  9:00-11 :00 持ト谷集会所 健康手|脹� 

8 木 健康相談 と幼児のおやつ実習 一 般の方�  13: 30-15: 00 メ-〉I、比LlJノム、、 ぷE〉、~ 健康手帳� 

14 水 健康相談と幼児のおやつ実習 一般の方�  9 :00-11 :00 坂本集会所 健康手帳� 

14 水 健康相談と幼児のおやつ実習 一般の方�  13:30-15:0 与川内公会堂。 健康手帳� 

15 木 健康相談と幼児のおやつ実習 一般の方�  9:00-11 :00 棚明'集会所 健康手帳� 

15 木 健康相談と幼児のおやつ実習 一般の方�  13: 30-15: 00 生名集会所 健康手帳� 

16 金� 1歳� 6か月児健康診査�  
S 63.6.1-8.31までに� 
生まれた子� 

13: 30-14: 00 IJ非浦病院 母子手帳，問診察

19 月 健康相談と幼児のおやつ実習 一般の方�  13 : 30 -15 : 00 償瀬集会所 健康手帳� 

21 7)<. 健 康 相 談 一般の方�  10:00-11:00 )勝浦会館 健康手帳

21 7)<. 
三 種 混合予防接種�  

(百日ぜ咳JF，ジフテリア，破傷風)� 

2 -4歳未満�  
u羽� 1か月毎に� 3回
2期・・� 1期終了後� 12-18 

か月後に� 1回接種� 

13: 30-14: 30 
住民福祉

センター
母子手l阪� 

22 木 健康相談と幼児のおやつ実習 一般の方�  13: 30-15: 00 星谷集会所 健康手|帳� 

23 金 事L 児 健 康 圭百必'"、 査� 
H 7t.9.1-12.31まてーに� 
生まれた子� 

13: 30-14: 30 勝 浦 病 院 母子手帳

26 月 健康相談と幼児のおやつ実習 一般の方�  13: 30-15:00 久IiIf公 会 堂 健康手帳

マtaj診@~&
l

健康をつくる
食事プラン

第 群 第 群 第 ー 群

緑黄色野菜類

カロチンを多量にぎ

んでいる野菜類を指し，

主としてビタミンAの
豊豊富な供給源である。

まだほうれん草，かぶ

の葉，にんじんなどは
特に栄養価のすぐれだ

食昂です。

牛乳，乳製自，海藻，

骨ごと食べる魚

主としてカルシウム
の供給源，日本人の食

事では，一般に力ルシ

ウムガ不足しているの

で，この群の食日ガ不

足しないように努める

ことガ大切です。

魚貝類，肉，卵，

大豆製昂

良質のだんぱぐ貨の� ‘� 
供踊吉源であり，B;芝目旨

防v リン，鉄，ピタ三

ン8" 82なども多く舎

んでいる。献立をつく

るときのゆ� iωとなる大
切な食毘です。・

第 ー 群ノ、 第 五 群 -・ 第 四 群

食用油，バター，

マーガリン

油脂類は，エネルギ

-源としての価値ガ高

いばかりでなく，緑黄

色野菜を泊で調理する� 

とその中に含まれるピ

タミンA，0の吸収利

用も促進されます。

砂糖，米，小麦粉，パ

ン，めん，いも類

でん紛質の食畠ガ多

く主としてエネルギー

源であるガ，同時にピ

r タミン81の供給源でも

あります。

その他の野菜と果実類

主としてビタミン� C

の供給源である。特に

かんきつ類やトマト|芯

ビタミンCガ多く，ま

疋他のビタミンも多い

ので百回の食事で欠か

さ怠いようlことるよう

にしだいものです。

健
康
食
事
院
ハ
ラ
ジ
ス
が
決
め
手

健
康
づ
く
り
の
原
則
と
し
て
栄

れ
た
献
立
に
は
じ
ま
る
と
い

っ
て

養、

運
動
、
休
養
の
三
つ
の
柱
が

よ
い
。
献
立
を
た
て
る
と
き
は
、

重
要
で
す
が
、
と
り
わ
け
栄
養
は

性
質
の
異
な

っ
た
食
品
の
成
分
の

そ
の
中
心
を
な
す
も
の
で
す
。
人

特
性
を
よ
く
知
っ
て
、
な
る
べ
く

体
の
栄
養
は
絶
え
ず
総
合
的
に
考

数
多
く
組
み
合
わ
せ
る
こ
と
が
大

え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
も
の
で
あ

切
で
す
。

り、

そ
の
基
本
は
バ
ラ
ン
ス
の
と

-、、
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勝
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字
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タ
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)

大
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沼
江
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黒
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サ
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(
剖
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大
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沼
ま
す
折
宇
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花
ヲ
卜
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(
部
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大
字
中
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船
崎
正
一
(
花
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大
字
生
名
字
車
笹
山

芳

雄

�

 (印

歳
)

大
字
生
王
子
中
道
溝
内
藤
夫
(
臼
歳
)

大
字
久
国
字
内
金
中
西
キ
ミ
ヱ
(
幻
歳
)

以
上
の
方
か
ら
善
意
銀
行
に
善

意
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

心
か
ら
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

2 月� t 日 赤 モLムヨ」 医 院� 2-2006 

3 日 勝 浦 病 院� 2-2555 

5 日 上勝診療所�  6-0302 

ア日 務 湾 病 院� 2 -2 555 

9 日 山 西 医 院� 2-3027 

⑪日 勝 涌 病 院� 2-2555 

13 日 度モヨ五� j支 医 院� 2-2003 

15 日 勝 浦 病 院� 2-2555 

17 日 赤 岩 医 院� 2-2006 

19 日 勝 浦 病 院� 2-2555 I 
21 日 上勝�  52療所�  6-0302 

23 日 勝 浦 病 院� 2 -2 555 

@日 山 西 医 院� 2-3027 

27 日 勝 浦 病 院� 2-2555 
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哉 未

20 19 16 14 8 7 6 5 2 1 
日日日日日日日 日日日
(火)(月)幽(木)(木)休)(火) (月)樹(本) 

ビームライフル講習会� 
Oあなたも撃ってみませんか?

今月は、	 2月3日佳) 13時~21時 

2月20日(!k) 17時~21時
住民福祉センタ一三階ホール

都合の付く時間に参加してくださし、。

さ時えと
い間手も

。ー O に 芸 午
遅・後
れ簸t八
な教時
い室か
よ は ら
う七開

夜間毅急当番表

匿匿匿

名名名

中横生

山 瀬 名

名山

¥、-

午後6時~翌朝午前� 9時 お待ちしています。� 
午後ア時~翌朝午前� 9時

日
日

平
体
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